
小児アレルギー疾患患者における成人移行支援

適切で必要な医療を切れ目なく提供する
その人らしい生活を送れるようにする

成人小児
自律・自立

自律・自立支援

◼自己管理
• アレルゲンの把握と曝露回避
• 自らのアレルギーを周りに伝える
• 長期管理薬の服用
• 症状発現時の適切な対応
（アナフィラキシー対応を含む）

• 免疫療法

◼自己決定
• 体調不良時の受療や活動制限の判断

◼ヘルスリテラシーの獲得
• 正しい医療情報に基づいた
アレルギー疾患や、その治療の理解

診療スタイルの移行

患者ー保護者ー医師
の関係性の変容

◼メディカルスタッフとのコミュニケーション
◼患者によるShared decision making
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診療体制の移行

転科支援や併診などによる
患者ごとの診療体制の整備

◼総合アレルギー診療による多診療科・多職種連携
◼症状発現時の救急医療の利用

小児科

内科・小児科

耳鼻咽喉科

眼科

皮膚科

総合アレルギー診療

救急医療

受療・心理・
社会福祉

診療スタイル

医療システム

日本小児科学会の許可を得て、同学会が作成した成人移行支援の概念図を基に作成
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